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要 旨   

 

非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）は、世界の成人人口の 3分の 1が罹患していると

言われており、公衆衛生上の問題となっている。いくつかのコホート研究から、NAFLD（特

に進行型）は全死亡リスクが高いこと、NAFLD 患者の主な死因は心血管疾患（CVD）であ

り、次いで肝外悪性腫瘍と肝臓関連合併症であることが一貫して報告されている。また、

従来の心血管危険因子とは別に、NAFLDが主要な CVDイベントやその他の心合併症（心筋

症、心臓弁膜の石灰化、不整脈など）のリスク増加と強く関連していることを示すエビデ

ンスも増えている。 

このナラティブレビューでは、次のような文献の概要を紹介する。(1)NAFLD と心血管、

心臓、不整脈の合併症リスクの増加との関連を示すエビデンス、(2)NAFLD と CVD および

その他の心血管合併症との関連を示す推定される病態生理学的メカニズム、(3)CVD のリ

スクにも有益または悪影響を及ぼす可能性のある NAFLDの現在の薬理学的治療法。 

 

 


